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令和６年度予算令和６年度予算

一
般
会
計

一
般
会
計

　

前
年
度
に
比
べ
、

２
億
３
，３
０
０
万
円
増
の

予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
法
人
事
業
税
交

付
金
が
１
，３
０
０
万
円

減
、
地
方
消
費
税
交
付
金

が
８
，２
０
０
万
円
減
、
地

方
交
付
税
が
３
，１
０
０
万

円
増
、
繰
入
金
が
約

１
億
２
，０
０
０
万
円
増
、

一般会計一般会計
特別会計特別会計合計合計105105億億66,,323323万万66千円千円をを可決

　令和６年度予算（案）などを審議する３月定例会は３月７日から２１日までの会期で開かれ、補正予算６件、新　令和６年度予算（案）などを審議する３月定例会は３月７日から２１日までの会期で開かれ、補正予算６件、新
年度予算６件、条例１０件、事件３件、同意 1 件、諮問１件が上程されました。最終日の２１日には、すべての議年度予算６件、条例１０件、事件３件、同意 1 件、諮問１件が上程されました。最終日の２１日には、すべての議
案を全会一致または賛成多数で可決し、閉会しました。案を全会一致または賛成多数で可決し、閉会しました。

町
債
が
約
５
，８
０
０
万

円
増
が
主
な
変
化
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
丸
山
海

浜
パ
ー
ク
環
境
整
備
事

業
７
５
０
万
円
、
第
２

子
以
降
保
育
料
無
償
化
事

業
６
６
５
万
円
が
新
た
に

所
得
制
限
な
し
で
行
わ
れ

ま
す
。
田
布
施
町
と
の
共

同
調
理
を
行
う
、
学
校

給
食
集
約
化
事
業
が
約

１
億
８
，２
０
０
万
円
、

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

予
算
編
成
方
針

予
算
編
成
方
針
（
概
要
）

（
概
要
）

　

第
五
次
平
生
町
総
合
計

画
・
第
２
期
総
合
戦
略
の
４

年
目
で
あ
り
、
将
来
像
で
あ

る
「
自
然
豊
か
な
活
気
あ
ふ

れ
る
幸
せ
の
ま
ち　

平
生
」

の
実
現
に
向
け
て
、
基
本
目

標
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

社
会
経
済
状
況
の
変
化
を

捉
え
、
子
ど
も
・
子
育
て
政

策
の
更
な
る
拡
充
、
脱
炭
素

に
向
け
た
取
組
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務

の
効
率
化
な
ど
、
様
々
な
変

化
と
課
題
に
対
し
て
、
的
確

な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

物
価
高
騰
な
ど
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
令
和

６
年
度
の
予
算
編
成
テ
ー
マ

を
「
子
ど
も
・
子
育
て
政
策

の
推
進
」、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
」
を
重
点
施
策
事
業
と
位

置
づ
け
、
総
合
計
画
の
基
本

目
標
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

各
会
計
予
算
の
特
徴

各
会
計
予
算
の
特
徴

特
別
会
計

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
は
、
療

養
給
付
費
の
減
少
を
見
込

み
、
予
算
総
額
は
減
少
。

基
金
か
ら
約
２
，７
８
０
万

円
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
す

が
、
保
険
税
は
６
８
３
万

円
増
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
は
、
予
算

総
額
は
約
５
，７
５
０
万

円
増
と
な
り
ま
す
が
、
保

険
料
は
低
所
得
者
の
軽

減
措
置
を
踏
ま
え
、
約

５
８
０
万
円
程
度
減
少
と

な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
会

計
で
は
医
療
給
付
費
の
増

加
と
保
険
料
収
入
も
増
加

し
ま
す
。　

下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
事
業
で
は
営
業

収
益
の
使
用
料
は
、
人
口

減
少
と
節
水
機
器
の
普
及

に
よ
り
減
額
で
す
。

　

資
本
的
支
出
は
約
４
，

２
０
０
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
建
設
改
良
の
下
水

道
事
業
費
と
企
業
債
償
還

金
の
減
額
が
主
な
も
の
で

す
。

　　　　　　　　予 算 総 括 表 　　　（単位：千円）

会計名 本年度 前年度 増減額

一般会計 6,036,000 5,803,000 233,000

特別会計 3,380,086 3,382,105 △ 2,019

国民健康保険事業勘定特別会計 1,600,415 1,697,085 △ 96,670

熊南地域介護認定審査会事業特別会計 25,857 24,873 984

介護保険事業勘定特別会計 1,443,380 1,385,910 57,470

後期高齢者医療事業特別会計 310,434 274,237 36,197

企 業 会 計 1,147,150 1,160,480 △ 13,330

下水道事業会計
収益的支出 585,461 556,454 29,007

資本的支出 561,689 604,026 △ 42,337

一般会計・特別会計合計 10,563,236 10,345,585 217,651

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
て
取
り
組
む
地
域
福
祉

推
進
体
制
強
化
事
業
及

び
災
害
時
地
域
福
祉
支

援
体
制
整
備
事
業
が
そ

れ
ぞ
れ
６
０
０
万
円
と

２
０
０
万
円
、
内
水
浸
水

想
定
区
域
図
等
策
定
４
，

０
０
０
万
円
、
公
共
施
設

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
約

５
，５
０
０
万
円
、
物
価

高
騰
に
対
応
す
る
た
め
に

自
治
会
に
臨
時
交
付
金

３
６
３
万
円
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

丸山海浜パーク丸山海浜パーク
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予算特別予算特別
委員会の委員会の
審議内容審議内容
3 月 12 日・3月 12 日・13 日13 日

一
般
会
計

質
問 

危
険
な
空
き
家
に
対

し
て
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん

だ
対
応
が
で
き
る
か
。
緊

急
代
執
行
も
視
野
に
入
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁 

町
が
危
険
と
し
た

案
件
に
対
し
て
固
定
資

産
税
の
住
宅
特
例
の
適

用
を
は
ず
す
指
導
や
裁

判
所
に
申
立
て
が
で
き

る
制
度
で
あ
る
。

質
問 

生
活
改
善
実
行
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
2
万

円
に
関
わ
る
来
年
度
の
活

動
予
定
な
ど
話
さ
れ
て
い

る
か
。

答
弁 

こ
の
2
万
円
は
、
柳

井
広
域
と
県
へ
の
会
費
負

担
の
予
算
で
あ
る
。
会
長

と
話
は
し
っ
か
り
で
き
て

い
る
。

質
問 

特
産
品
開
発
の
加
工

施
設
は
ど
こ
か
。

答
弁 

オ
リ
ー
ブ
に
つ
い
て

は
委
託
し
て
加
工
す
る
。

委
託
先
は
、
九
州
オ
リ
ー

ブ
普
及
協
会
で
あ
る
。

　

オ
リ
ー
ブ
の
写
真

質
問 

ひ
ら
お
ハ
ー
ト
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
改
修
費
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
改
修
に

２
０
０
万
円
の
予
算
が
あ

が
っ
て
い
る
が
費
用
対
効

果
は
ど
う
か
。

答
弁 

耐
用
年
数
の
38
年
を

も
う
す
ぐ
む
か
え
る
が
オ

リ
ー
ブ
事
業
な
ど
で
一
体

的
に
使
っ
て
い
き
た
い
。

質
問 

今
年
の
交
付
税
の
中

で
、
起
債
の
償
還
に
充
て

ら
れ
る
部
分
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答
弁 

理
論
値
で
は
あ
る

が
、
４
億
１
，６
０
０
万

円
で
あ
る
。

質
問 

地
域
公
共
交
通
計
画

の
概
略
の
内
容
は
。

答
弁 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
は
受
付
を
終
了
し
取
り

ま
と
め
中
で
あ
る
。
今
あ

る
公
共
交
通
や
各
地
域
で

行
っ
て
い
る
移
動
支
援
な

ど
を
含
む
基
本
方
針
を
定

め
事
業
内
容
を
精
査
し
、

5
年
間
の
ス
パ
ン
で
毎
年

見
直
し
を
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。

質
問 

消
防
費
の
委
託
料
で

防
災
公
園
等
基
本
設
計
業

務
２
，
０
０
０
万
円
の
内

容
は
。

答
弁 

場
所
は
庁
舎
近
辺
。

防
災
公
園
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
使
え

る
管
理
棟
（
支
援
物
資
な

ど
の
集
積
場
所
、
備
蓄
基

地
）
を
考
え
て
い
る
。
遊

具
は
検
討
中
で
あ
る
。

質
問 

こ
の
計
画
を
も
っ
と

慎
重
に
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答
弁 

財
源
に
充
て
た
い
起

債
の
期
限
が
迫
っ
て
い

る
。
時
間
は
な
い
が
本
町

に
足
ら
な
い
部
分
を
こ
れ

で
補
完
し
て
い
き
た
い
。

質
問 

補
助
金
の
期
限
が
あ

る
か
ら
大
急
ぎ
で
や
り
た

い
。
ま
だ
何
も
決
ま
っ
て

な
い
と
は
、
予
算
と
し
て

は
い
か
が
な
も
の
か
。

答
弁 

以
前
よ
り
構
想
は
し

て
い
た
。
こ
の
時
期
ま
で

に
他
の
も
の
が
あ
っ
た
の

で
や
れ
な
か
っ
た
。
急
遽

と
い
う
話
で
は
な
い
。

質
問 

公
園
が
欲
し
い
、
防

災
教
育
の
拠
点
も
欲
し

い
。
防
災
に
関
し
て
こ
こ

で
力
を
入
れ
て
お
く
こ
と

が
良
い
。
防
災
公
園
に
関

し
て
は
、
今
後
議
会
で
報

告
を
受
け
な
が
ら
、
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
ど

う
か
。

答
弁 

こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
協
議
を
十
分
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

意
見 

町
民
み
ん
な
が
学
ん

で
、
自
分
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
に
整
備
す
る
予
算

だ
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問 

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
と
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
の
額
が
伸

び
て
い
な
い
理
由
は
。

答
弁 

全
体
の
傾
向
と
し
て

は
減
少
だ
が
、
再
度
始
め

る
集
落
も
あ
る
。
こ
の
制

度
は
農
業
を
維
持
し
て
い

く
上
で
非
常
に
有
効
な
制

度
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

商
工
振
興
費
で
、
県

か
ら
の
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
が
付
い
て
い
る
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

促
進
、
平
生
港
利
活
用
促

進
補
助
金
に
つ
い
て
現
在

の
活
動
状
況
は
。

答
弁 

平
生
町
の
特
性
に

合
っ
た
企
業
の
誘
致
を
し

て
い
く
も
の
で
機
会
を
と

ら
え
て
積
極
的
に
企
業
と

調
整
を
図
っ
て
い
く
。

　

国
際
貿
易
港
で
あ
る
田

名
ふ
頭
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
船
舶
代
理

店
や
通
関
事
業
者
へ
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

質
問 

平
生
港
利
活
用
促
進

補
助
金
30
万
円
の
内
訳

は
。

答
弁 

１
事
業
者
あ
た
り

15
万
円
×
2
件
の
全
額
補

助
金
で
あ
る
。
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給
食
の
イ
ラ
ス
ト

質
問 

学
校
給
食
の
町
内
の
食
材

納
入
業
者
の
事
業
の
継
続
は
大

丈
夫
か
。

答
弁 

食
材
は
学
校
給
食
会
か
ら

も
食
材
が
調
達
で
き
る
の
で
給

食
は
維
持
で
き
る
。

質
問 

健
康
観
察
ア
プ
リ
と
は
何

か
。
情
報
管
理
は
き
ち
ん
と
な

さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁 

児
童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
や
学
級
の
変
容
を
関
係
者

が
早
期
把
握
す
る
た
め
の
ア
プ

リ
で
あ
る
。
情
報
管
理
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
。

質
問 

学
校
給
食
費
の
公
会
計
へ

の
移
行
は
い
つ
頃
を
考
え
て
い

る
か
。

答
弁 

田
布
施
町
と
一
緒
に
給
食

事
業
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

検
討
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。

質
問 

秋
森
駐
車
場
整
備
事
業

１
，
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁 

海
が
近
い
た
め
樹
脂
の
特

注
ベ
ン
チ
の
設
置
、
車
止
め
、

カ
ラ
ー
舗
装
、
転
落
防
止
柵
設

置
な
ど
を
計
画
中
。

質
問 

地
元
自
治
会
へ
は
相
談
し

た
の
か
。

答
弁 

地
元
と
調
整
し
て
い
き
た

い
。

質
問 
消
防
費
、
非
常
備
消
防
費

の
食
糧
に
液
体
ミ
ル
ク
は
含
ま

れ
て
い
る
か
。

答
弁 

液
体
ミ
ル
ク
は
今
回
の
予

算
措
置
に
入
っ
て
い
な
い
。

質
問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
一
体
化
、
あ
る
い
は

証
明
書
の
発
行
な
ど
で
町
内
で

の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
る
か
。

答
弁 

ト
ラ
ブ
ル
で
相
談
や
苦
情

は
な
い
。

質
問 

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修

１
，
０
０
０
万
円
。
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
２
階
の
空
調
と
あ

る
。
共
同
運
営
で
あ
る
田
布
施

町
の
持
ち
分
は
、
あ
る
か
。

答
弁 

令
和
４
年
４
月
に
田
布
施

町
と
共
同
で
社
会
福
祉
法
人
は

る
か
に
委
託
し
て
ゆ
う
な
ん
こ

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
、
事
務
費

を
按
分
し
て
い
る
。
改
修
経
費

の
田
布
施
町
の
持
ち
分
は
な
い

が
、
今
後
セ
ン
タ
ー
が
古
い
施

設
な
の
で
田
布
施
町
に
も
協
力

を
申
し
入
れ
た
い
。

　

水
道
の
イ
ラ
ス
ト

質
問 
水
道
料
金
が
上
昇
し
て
い

る
。
低
減
対
策
事
業
費
は
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。

答
弁 

水
道
事
業
の
運
営
は
か
な

り
厳
し
い
、
今
後
も
状
況
に
応

じ
て
繰
出
金
の
扱
い
で
支
出
し

て
い
く
。

質
問 

柳
井
地
域
広
域
水
道
事
業

に
つ
い
て
、
例
え
ば
ど
の
よ
う

に
合
理
的
に
な
る
の
か
、
将
来

の
料
金
を
ど
う
抑
え
る
の
か
、

今
何
の
た
め
に
統
合
す
る
の
か

具
体
的
な
話
が
わ
か
る
資
料
を

出
せ
な
い
か
。

答
弁 

出
せ
る
も
の
は
、
出
し
て

い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計

質
問 

県
へ
の
納
付
金
は
約
３
億

４
，６
０
０
万
円
、
平
生
町
で
集

め
る
保
険
税
は
約
２
億
４
０
０
万

円
、
そ
の
差
額
の
財
源
は
。

答
弁 

医
療
給
付
分
と
し
て
県
の

補
助
金
、
特
別
交
付
金
等
も
あ

る
の
で
、
そ
れ
を
活
用
し
財
源

措
置
を
し
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

質
問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
者
が
社
協
か
ら
変
わ
る

と
の
こ
と
で
心
配
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
の
か
。

答
弁 

必
要
な
職
種
の
人
員
配
置

が
困
難
で
あ
り
、
事
業
が
で
き

な
い
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
、

で
き
る
と
こ
ろ
に
委
託
す
る
形

に
な
っ
た
。
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主
な
質
疑

質
問 

地
域
振
興
費
の
地
方
バ
ス
路
線
維

持
対
策
費
と
し
て
２
，３
８
６
万
８
千
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
予
算
で

は
な
く
、
補
正
で
計
上
さ
れ
る
の
は
何

故
か
。

答
弁 

バ
ス
事
業
者
か
ら
の
請
求
が
あ
る

ま
で
金
額
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
金
額

が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
補
正
を

し
て
い
る
。

質
問 

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会

計
の
補
正
は
、
事
業
確
定
に
伴
う
補
正

か
。

答
弁 

こ
の
補
正
は
事
業
確
定
見
込
み
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

質
問 

会
計
年
度
任
用
職
員
全
体
で
期
末

手
当
支
給
対
象
と
な
る
人
数
、
お
よ
び

新
た
に
支
給
対
象
と
な
る
人
数
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

答
弁 

会
計
年
度
任
用
職
員
は
延
べ

２
０
４
人
、
内
１
３
９
人
が
支
給
対
象

と
な
る
見
込
み
。
来
年
度
は
78
人
増
を

常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審

査
の
結
果
、
議
案
は
全
て
全
会
一
致
ま

た
は
賛
成
多
数
で
「
可
決
す
べ
き
」
と

な
り
ま
し
た
。

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審

査
の
結
果
、
議
案
は
全
て
全
会
一
致
で

「
可
決
す
べ
き
」
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算

令
和
５
年
度
平
生
町
各
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
、
２
億
２
，６
１
３
万

７
千
円
を
減
額
補
正
し
、
合
計
63
億
４
，

４
０
０
万
５
千
円
と
な
る
。
特
別
会
計

は
、
６
，５
３
６
万
円
を
減
額
補
正
し
、

合
計
34
億
１
，９
１
１
万
７
千
円
と
な

る
。
今
回
か
ら
、
企
業
会
計
と
な
っ
た

下
水
道
事
業
は
、
３
，９
８
４
万
８
千

円
を
減
額
補
正
し
、
合
計
11
億
２
，

２
８
２
万
１
千
円
と
な
っ
た
。

令和５年度平生町各会計補正予算総括表〈３月〉
会 計 区 分 補正前の額 補正額 計

一 般 会 計 6,570,142 △ 226,137 6,344,005

特 別 会 計 3,484,477 △ 65,360 3,419,117

内　

訳

国 民 健 康 保 険 事 業 1,718,097 3,087 1,721,184

熊南地域介護認定審査会事業 25,923 △ 195 25,728

介 護 保 険 事 業 1,464,153 △ 61,745 1,402,408

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 276,304 △ 6,507 269,797

企 業 会 計 1,162,669 △ 39,848 1,122,821
内　

訳
下 水 道 事 業

収 益 的 支 出 553,854 △ 39,848 514,006

資 本 的 支 出 608,815 0 608,815

合 計 11,217,288 △ 331,345 10,885,943

（単位：千円）

見
込
む
。

質
問 

町
長
等
の
損
害
賠
償
の
一
部
免
責

に
関
す
る
条
例
及
び
平
生
町
下
水
事
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
変

更
は
な
い
が
、
条
ず
れ
に
対
応
す
る
た

め
の
改
正
で
間
違
い
な
い
か
。

答
弁 

お
見
込
み
の
と
お
り
で
あ
る
。

質
問 

町
税
、
税
外
諸
収
入
の
督
促
手
数

料
は
廃
止
に
な
っ
て
も
、
督
促
の
手
続

き
は
今
ま
で
ど
お
り
か
。

答
弁 

督
促
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

行
う
。

質
問 

平
生
町
国
民
健
康
保
険
税
は
基
金

を
活
用
し
て
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
前

年
度
と
比
べ
て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

基
金
取
り
崩
し
額
を
２
，７
０
０
万
円
と

し
た
理
由
は
何
か
。

答
弁 

基
金
の
活
用
に
よ
り
税
の
負
担
を

抑
え
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
示
し
て
い

る
標
準
保
険
税
率
の
こ
と
も
検
討
し
た

上
で
取
り
崩
し
て
い
る
。

質
問 

平
生
町
介
護
保
険
料
は
以
前
か
ら

基
金
を
活
用
し
て
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
来
年
度
の
引
き
下
げ
額
は
ど
の

程
度
か
。

答
弁 

保
険
料
の
改
正
に
伴
う
影
響
額
と

主
な
質
疑

質
問 

道
路
橋
梁
維
持
費
の
工
事
請
負
費

８
，３
０
０
万
円
の
減
額
の
具
体
的
な
内

容
は
何
か
。

答
弁 

主
に
は
山
辺
穴
ヶ
迫
・
小
倉
線
の

法
面
工
事
で
あ
り
、
国
の
補
助
金
内
示

が
無
か
っ
た
た
め
減
額
し
、
改
め
て
翌

年
度
に
予
算
化
し
て
取
り
組
む
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会 

３
月
14
日

産
業
文
教
常
任
委
員
会 

３
月
15
日

し
て
は
、
約
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

質
問 

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー
追
加
工
事

に
伴
い
完
成
時
期
に
変
更
は
な
い
か
。

答
弁 

当
初
は
６
月
末
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
８
月
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。改善の待たれる山辺穴ヶ迫・小倉線
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議案番号 条　　例　　名　・　事　　件　　名 審議結果

第16号 附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 全会一致

第17号 平生町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 全会一致

第18号 平生町会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致

第19号 町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例及び平生町下水道事業
の設置等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致

第20号 督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例 全会一致

第21号 平生町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成多数

第22号 平生町手数料徴収条例の一部を改正する条例 賛成多数

第23号 義務教育小学校児童及び中学校生徒の通学費助成に関する条例の一部
を改正する条例 全会一致

第24号 平生町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 全会一致

第25号 平生町介護保険条例の一部を改正する条例 全会一致

第26号 工事請負契約の締結について（変更）
　平生町保健センター改修工事 全会一致

第27号 ひらお特産品センターに係る指定管理者の指定について 全会一致

第28号 山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び共同
処理する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う規約の変更について 全会一致

議案第4号　令和5年度平生町一般会計補正予算
　平生小学校と中学校の給食を田布施町と共同調理するための予算が計上されています。調理する人の
顔の見えない共同調理では子どもたちに感動してもらえる給食にはなりません。

議案第10号　令和6年度平生町一般会計予算
　9 月から実施される 3 歳未満児の第 2 子以降の保育料無償化、会計年度任用職員の処遇も一定改善、
学校給食の物価高騰分に対する補填、また、公共施設の照明のＬＥＤ化事業など評価すべきものも
あります。　
　しかし、政府の方針に基づきマイナンバー予算をはじめとする「デジタル化」の推進などの予算
が組まれ、20 業務を統一する自治体システムの標準化が押し付けられています。今後は標準化圧力
に抗して、財源も含め、独自施策と地方自治を守ることが求められます。本格的に、学校給食の田
布施町との共同調理のための予算が計上されています。これまで色々な方々の協力で自校方式の給
食が維持されてきました。町の賑わいを維持していくためにも賛成できません。

議案第11号　国民健康保険事業勘定特別会計予算
　国保は国民皆保険制度の一環をなすものです。しかも社会的弱者といわれる方々が多く加入され
ている保険制度です。他の保険制度と違い応能割に加え応益割があり、加入者を苦しめています。

議案第13号　介護保険事業勘定特別会計予算
　保険料は約 580 万円程度引き下げられました。しかし、訪問介護の基本報酬が引き下げられる方向
です。介護従事者の処遇改善と事業所の存続のために、低すぎる国の公費支出の引き上げを求めます。

議案第14号　平生町後期高齢者医療事業特別会計予算
　保険料の均等割が４千円程度引き上げられます。長い間、社会に貢献されてきた方々に対し、年
金も実質的には増えない中、保険料の引き上げは認められません。

議案第21号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　基金を繰り入れ、県の示す標準保険料率よりも少ないものになっていますが、物価高騰に苦しむ
国保の加入者にとって保険料の引き上げは、耐えがたいものです。

	 反対討論 	 赤松義生議員

　

平
生
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

小
島
康
司
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
に
久
原
和
幸

さ
ん
（
広
島
市
）
の
選
任
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

岡
田
早
苗
さ
ん
を
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
会
一
致
で
了
承
し
ま
し
た
。

人  

事  

案  

件

討　　　　論
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各
種
災
害
が
発
生
し
て

自
宅
に
留
ま
る
事
が
危
険

な
状
況
の
場
合
は
、
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
22
か
所

の
施
設
が
あ
る
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震

を
機
に
避
難
所
の
強
靭
化

に
は
評
価
を
す
る
が
、
指

定
の
施
設
に
辿
り
着
け
な

い
場
合
、
各
自
治
会
の
集

会
所
を
使
う
事
に
な
る
。

そ
の
集
会
所
の
活
用
は
考

え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

　

ま
た
有
事
に
は
消
防
団

の
連
携
と
団
員
の
役
割
に

つ
い
て
、
団
員
の
皆
さ
ん

は
防
災
の
プ
ロ
的
な
人
材

で
あ
る
。
通
常
時
か
ら
団

員
の
地
位
向
上
や
、
待
遇

改
善
を
含
め
て
、
人
材
育

成
に
努
め
て
い
る
か
を
尋

ね
る
。

　

児
童
生
徒
へ
の
防
災
教

育
に
つ
い
て
伺
う
。

　

災
害
時
の
自
助
は
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

共
助
は
、
友
人
や
地
域
で

の
助
け
合
い
。
公
助
は
、

行
政
か
ら
の
手
助
け
で
あ

る
。

　

公
助
に
は
限
り
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

話
し
合
う
機
会
は
設
け
ら

れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け

る
訓
練
の
よ
う
な
こ
と
は

さ
れ
て
い
る
か
。

　

指
定
避
難
所
と
は
最
小

限
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
の
施
設
で
、
町
内
の
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
小
中

学
校
な
ど
22
か
所
を
指
定

し
て
い
る
。
万
が
一
の
場

合
、
共
助
の
取
り
組
み
に

よ
り
安
全
が
確
保
で
き
る

集
会
所
な
ど
、
地
域
で
決

め
て
お
く
一
時
避
難
場
所

が
あ
る
。
町
が
指
定
や
開

設
す
る
も
の
で
な
く
把
握

は
し
て
な
い
が
、
災
害
関

連
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
避

難
の
全
体
像
の
把
握
に
努

め
、
避
難
所
同
様
の
支
援

に
努
め
る
。

　

消
防
団
は
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
て
、

救
助
活
動
な
ど
の
災
害
対

応
に
は
欠
か
せ
な
い
。
初

期
消
火
訓
練
の
指
導
や
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域

住
民
と
連
携
し
活
動
を
し

て
い
る
。
消
防
車
や
活
動

服
を
更
新
す
る
な
ど
団
員

の
安
全
性
や
活
動
の
機
能

性
を
高
め
、
災
害
対
応
能

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
装
備
品
等
の
充

実
を
考
え
て
い
る
。

　

「
災
害
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
」

と
い
う
認
識
を
基
に
自
分

の
置
か
れ
た
状
況
を
的
確

に
判
断
し
、
主
体
的
に
行

動
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
各

学
校
行
事
の
避
難
訓
練
な

ど
、
実
践
的
な
防
災
学
習

を
行
い
各
教
科
で
は
、
大

地
の
つ
く
り
や
気
象
の
変

化
・
過
去
の
自
然
災
害
な

ど
も
学
習
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
自
ら
の
命
を

守
る
自
助
・
共
助
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
で
き
る
態

度
と
人
材
の
育
成
を
目
指

し
、
各
学
校
で
工
夫
し
た

防
災
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
防
災
対
応
能
力
の
育

成
を
目
指
し
た
訓
練
を
年

間
3
回
以
上
実
施
し
て
い

る
。
災
害
か
ら
家
族
や
地

域
を
守
り
、
地
域
社
会
の

安
全
に
貢
献
で
き
る
共
助

の
担
い
手
と
し
て
成
長
す

る
よ
う
防
災
教
育
に
努
め

る
。

質
問

質
問

答
弁　

町
長

答
弁　

教
育
長

中川裕之　議員
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が聞きたいが聞きたいここ

い 質ぱ んっ 問

質問  本町の災害時の備えについて

質問  児童生徒の防災教育について

答弁  団員の災害対応能力の向上を図っていく

答弁  工夫した防災学習を行っている



　

自
治
体
の
仕
事
は
本
来

正
規
の
職
員
で
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本

町
に
は
１
９
７
名
の
会
計

年
度
任
用
職
員
が
い
る
。

　

好
ま
し
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

総
務
省
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
改
定
に

つ
い
て
、
常
勤
職
員
の
給

与
改
定
に
係
る
取
扱
い
に

準
じ
て
行
う
よ
う
通
知
を

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
総

務
省
は
今
回
の
給
与
改
定

で
、
令
和
５
年
４
月
に

遡
っ
て
適
用
で
き
る
よ

う
に
交
付
税
で
手
当
て
を

し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る

が
、
総
務
省
の
通
知
通
り

遡
及
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
来
年

度
の
介
護
報
酬
改
定
で
訪

問
介
護
事
業
所
が
他
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
高
い

利
益
を
上
げ
て
い
る
と
、

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を

２
～
３
％
引
き
下
げ
る
予

定
の
よ
う
だ
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で

は
36
．
７
％
の
事
業
所
が

赤
字
状
態
だ
。　

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
方

の
仕
事
に
対
す
る
情
熱
に

こ
た
え
る
た
め
に
も
、
事

業
所
の
存
続
の
た
め
に
も

総
合
事
業
で
の
報
酬
を
引

き
上
げ
、
高
齢
者
が
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
で

き
な
い
か
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
非

常
勤
職
員
で
あ
る
会
計
年

度
任
用
職
員
が
導
入
さ

れ
、
多
く
の
自
治
体
で
教

育
・
子
育
て
等
、
様
々
な

分
野
で
活
用
さ
れ
地
方
行

政
の
重
要
な
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
令
和
６
年
３

月
１
日
現
在
で
延
べ
１
９

８
人
を
任
用
し
て
お
り
、

正
規
職
員
１
２
４
人
を
上

回
る
職
員
数
で
あ
る
。
職

種
、
職
務
内
容
も
異
な
る

が
、
事
務
職
員
、
学
校
支

援
員
、
給
食
調
理
員
な
ど

の
教
育
分
野
、
保
育
士
、

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
な
ど

の
子
育
て
分
野
、
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
分
野
で
も
多

く
任
用
し
、
幅
広
い
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
。

　

給
与
改
定
は
任
期
、
勤

務
条
件
な
ど
実
情
を
踏
ま

え
効
率
的
な
事
務
処
理
を

研
究
し
、
周
辺
自
治
体
の

状
況
に
も
留
意
し
、
給
与

の
遡
及
改
定
の
是
非
も
含

め
た
処
遇
改
善
を
検
討
し

て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
令
和

６
年
度
介
護
報
酬
の
改
定

は
介
護
事
業
の
経
営
実
態

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
内

容
で
あ
る
と
説
明
。

　

地
方
や
小
規
模
事
業
所

等
の
声
が
ど
の
程
度
反
映

さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
在

宅
生
活
を
送
る
高
齢
者
に

と
っ
て
重
要
な
機
関
的

サ
ー
ビ
ス
と
認
識
し
て
お

り
、
訪
問
介
護
事
業
所
の

経
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て

い
る
。
住
み
な
れ
た
地
域

で
そ
の
人
に
応
じ
た
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
に
、
国
や
県
に

対
し
要
望
す
る
。

　

総
合
事
業
の
報
酬
改
定

に
つ
い
て
も
令
和
６
年
度

の
介
護
報
酬
改
定
に
併

せ
、
今
後
国
か
ら
参
考
例

が
示
さ
れ
る
た
め
、
動
向

を
注
視
し
対
応
す
る
。
処

遇
改
善
の
取
り
組
み
の
継

続
を
含
め
、
要
望
、
現
場

の
声
を
国
や
県
に
対
し
届

け
て
い
き
た
い
。

赤松義生　議員

①国民健康保険税について
②使用済み核燃料の中間貯蔵につ

いて

その他の質問

答
弁　

町
長

質
問

質
問

答
弁　

町
長
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質問  会計年度任用職員の処遇改善を

質問  訪問介護の存続のために、総合事業の報酬増を

答弁  給与の遡及改定の是非を含め処遇改善を検討する

答弁  要望、現場の声を国や県に対して届けたい



①
災
害
時
の
水
の
確
保
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

　

能
登
半
島
地
震
の
被
害

で
水
の
確
保
が
困
難
で

あ
っ
た
。
平
生
町
は
災
害

時
の
水
の
確
保
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

各
自
治
会
単
位
で
の
防

災
協
力
井
戸
の
登
録
を
町

か
ら
呼
び
か
け
て
み
て
は
、

ど
う
か
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
は
ど
の
程
度
で
き
て
い

る
か
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
情
報
機
器
か
ら
現

在
地
の
危
険
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
地
図

を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
英
語
版

を
作
成
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

③
現
在
の
町
内
を
地
域
防

災
か
ら
見
た
良
い
点
と
改

善
点
は
。
そ
の
改
善
点
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

①
能
登
半
島
地
震
と
原
子

力
関
連
施
設
に
よ
る
被
害

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。
現
在
上
関
町
で
調

査
が
進
ん
で
い
る
使
用
済

み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施

設
を
考
え
る
時
、
平
生
町

の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

②
上
関
原
発
計
画
や
使
用

済
み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵

施
設
計
画
に
つ
い
て
現
時

点
で
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

③
12
月
で
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
「
事
業
者
以
外

で
、
使
用
済
み
核
燃
料
の

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る

有
識
者
か
ら
の
話
を
聞
く

機
会
に
つ
い
て
」
は
、
1

市
3
町
の
首
長
と
は
ど
の

よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
る

か
。

④
国
策
で
あ
る
が
原
子
力

発
電
施
設
及
び
関
連
施
設

の
計
画
建
設
に
つ
い
て

は
、
「
周
辺
自
治
体
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
。
」
と

い
う
こ
と
を
国
や
県
へ
要

望
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

①
発
災
時
の
応
急
給
水
は
田

布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
が

行
う
。
給
水
ポ
イ
ン
ト
は
９

か
所
あ
る
。
町
全
域
が
断
水

し
た
場
合
、
協
定
に
よ
り
県

な
ど
に
要
請
し
水
源
を
確
保

す
る
。
井
戸
水
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
地
域
の
12
自
主
防

災
組
織
に
発
電
機
を
交
付

し
、
生
活
用
水
を
確
保
し
て

い
る
。
防
災
協
力
井
戸
は
共

助
の
取
り
組
み
で
お
願
い
し

た
い
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
６
種

類
あ
り
、
ま
と
め
る
と
わ
か

り
に
く
く
な
る
。
国
の
重
ね

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
現
在
地

の
災
害
リ
ス
ク
が
確
認
で
き

る
。
英
語
版
は
計
画
し
て
い

な
い
が
、
危
険
度
は
色
分
け

な
ど
に
よ
り
直
感
で
わ
か
る

よ
う
な
表
示
に
し
て
い
る
。

③
良
い
点
は
多
く
の
自
主
防

災
組
織
が
あ
り
、
町
民
に
高

い
防
災
意
識
が
あ
る
。
こ
の

組
織
を
再
編
し
て
地
域
防
災

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
地

域
の
防
災
意
識
の
向
上
に
つ

な
げ
た
い
。

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
中
、
他

人
事
で
は
な
く
今
で
き
る

万
全
な
体
制
を
整
え
備
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
上
関
町
で
は
中
間
貯

蔵
施
設
の
立
地
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
中
で
仮
に

立
地
が
可
能
と
な
れ
ば
建

設
に
向
け
た
計
画
が
示
さ

れ
る
。
今
後
の
動
向
を
見

極
め
、
住
民
の
安
全
安
心

を
第
一
に
対
応
す
る
。

②
住
民
か
ら
不
安
や
懸
念

な
ど
の
声
が
あ
り
、
中
国

電
力
に
説
明
と
責
任
あ
る

対
応
を
求
め
て
き
た
。

③
具
体
的
な
協
議
は
し
て

い
な
い
が
多
方
面
か
ら
の

情
報
や
、
国
や
県
へ
の
要

望
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

④
県
や
国
に
要
望
す
る
際

は
4
市
町
で
や
っ
て
い
き

た
い
。
首
長
会
議
で
決
定

す
る
事
項
で
あ
り
、
そ
の

方
向
で
検
討
す
る
よ
う
に

私
か
ら
も
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
。

原　真紀　議員

・中学校部活動の地域移行
　について

その他の質問

質
問

質
問

答
弁　

町
長

答
弁　

町
長
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質問  防災について

質問  上関町の中間貯蔵施設計画について

答弁  地域の防災意識の向上を図る

答弁  今後の動向を見て対応していく



　

令
和
６
年
度
当
初
予
算

案
で
は
町
税
は
０
．
２
％

減
り
、
依
存
財
源
の
中
で

そ
の
他
の
区
分
で
は
、
19
．

４
％
減
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
財
政
基
金
の
残

高
か
ら
そ
の
52
％
を
取
り

崩
し
て
い
る
。
町
税
や
そ

の
他
の
収
入
が
減
る
中
、

持
続
可
能
な
安
定
し
た
町

財
源
の
確
保
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン

は
あ
る
の
か
。

　

人
口
を
増
や
す
た
め
、

近
隣
の
市
町
に
あ
る
企
業

へ
勤
め
る
人
に
も
住
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
生
活
環

境
、
防
災
環
境
、
教
育
環

境
を
整
え
、
価
値
の
あ
る

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
定

住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

　

予
算
編
成
で
は
、
国
や

県
の
補
助
事
業
の
積
極
的

な
導
入
や
特
別
交
付
税
措

置
を
活
用
し
た
事
業
の
展

開
、
ま
た
今
年
度
の
償
還

に
対
し
て
交
付
税
措
置
が

な
さ
れ
る
有
利
な
地
方
債

を
活
用
す
る
。
国
な
ど
の

外
郭
団
体
等
に
よ
る
助
成

制
度
の
活
用
な
ど
で
財
源

確
保
を
図
っ
て
い
る
。
将

来
的
に
税
収
な
ど
の
増
加

を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る

施
策
を
仕
掛
け
る
こ
と
で

安
定
的
な
財
源
の
確
保
に

つ
な
げ
る
。

　

人
口
増
加
に
向
け
て
多

方
面
に
わ
た
っ
て
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
移

り
住
ん
で
定
住
し
て
も
ら

う
に
は
町
の
魅
力
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
だ
。
多
方

面
に
わ
た
る
取
り
組
み
を

総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

　

町
長
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
企
業
を
訪
問
す
る
こ
と

な
ど
、
誘
致
に
向
け
て
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

岩本ひろ子　議員

質  ぬくもりある平生町のマイナンバーカードについて
答  ●●

　

救
急
車
に
乗
っ
て
か
ら

病
院
へ
の
受
け
入
れ
先
の

調
整
に
、
20
分
～
30
分
以

上
か
か
っ
た
上
に
病
院
ま

で
の
移
動
に
更
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
命
に

か
か
わ
る
こ
と
で
す
の

で
、
救
急
車
の
初
動
体
制

の
見
直
し
を
し
て
、
効
率

的
に
患
者
さ
ん
を
病
院
へ

送
り
届
け
る
シ
ス
テ
ム
に

は
で
き
な
い
か
問
う
。

　

救
急
車
が
出
動
し
て
か

ら
病
院
へ
行
く
ま
で
実
際

ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
の
か
。
消
防

署
と
医
療
機
関
と
は
ど
の

よ
う
な
決
め
事
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

昨
年
の
柳
井
地
区
広
域

消
防
組
合
管
内
の
救
急
発

生
件
数
出
動
回
数
は
４
，

０
２
９
件
、
搬
送
件
数
は

３
，
４
８
３
件
。
そ
の
う

ち
本
町
分
は
５
５
５
件
と

搬
送
件
数
は
４
７
０
件
。

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す

る
平
均
時
間
は
約
10
分
。

搬
送
先
の
医
療
機
関
へ
は

約
45
分
で
あ
る
。
患
者
の

症
状
に
よ
り
、
専
門
外
、

設
備
の
不
足
、
人
材
不

足
、
緊
急
案
件
が
重
な
っ

て
い
る
な
ど
の
理
由
か
ら

調
整
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
。

　

住
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
医
療
の
さ
ら

な
る
充
実
に
向
け
て
、
救

急
の
初
動
体
制
の
見
直
し

や
医
療
機
関
と
の
ス
ム
ー

ズ
な
調
整
な
ど
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
緊
急
医

療
体
制
の
確
保
に
つ
い

て
、
県
や
医
療
機
関
等
に

要
望
し
て
い
く
。

答
弁　

町
長

質
問

質
問

答
弁　

町
長

広域消防の救急車
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質問  町財源の確保について
答弁  安定的な財源確保を図る

質問  救急車の出動について
答弁  県や医療機関に要望していく



　

町
内
の
人
口
減
少
の
対

策
と
し
て
移
住
者
定
住
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が

成
果
は
ど
う
か
。

　

昨
年
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が

全
国
の
人
口
推
計
を
公

表
。
本
町
で
は
２
０
５
０

年
に
６
，
６
６
７
人
と
推

計
さ
れ
た
。
行
政
の
計
画

以
上
に
減
少
化
が
進
ん
で

い
る
。
他
の
自
治
体
も
同

様
な
中
、
人
口
の
奪
い
合

い
の
対
策
よ
り
現
状
に
即

し
た
施
策
に
転
換
す
る
時

期
だ
。

　

令
和
６
年
度
の
町
の
テ

ー
マ
は
「
ひ
と
が
輝
き
続

け
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
揚
げ
て
い
る
。

　

町
長
と
し
て
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
持
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
今
後
の

方
針
を
聞
く
。

　

町
内
で
は
近
年
大
き
な

災
害
は
起
き
て
い
な
い
が

安
心
し
て
は
い
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
次
の
質
問
を

す
る
。

①
昨
年
、
地
域
防
災
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
総
務
課
に
配

属
に
な
っ
た
。
町
民
へ
の

知
名
度
が
低
い
が
こ
れ
か

ら
の
活
動
方
針
を
聞
く
。

②
災
害
時
の
デ
ジ
タ
ル
活

用
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

③
液
体
ミ
ル
ク
な
ど
の
備

品
は
整
備
さ
れ
て
い
る

か
。

④
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。

⑤
自
助
共
助
の
育
成
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

能
登
半
島
地
震
を
受
け

て
平
生
町
地
域
防
災
計
画

の
進
化
は
ど
う
か
。

　

ア
イ
・
ラ
ブ
・
ひ
ら
お

定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
若
者
定
住
促
進
住
宅
事

業
、
新
婚
新
生
活
応
援
事

業
、
企
業
支
援
事
業
な
ど

の
事
業
を
行
い
、
町
外
か

ら
本
町
へ
移
住
定
住
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

　

直
近
５
年
間
の
転
入
者

数
は
１
，
６
８
９
人
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
転

入
者
数
は
２
０
１
人
で
率

に
し
て
12
％
と
一
定
程
度

の
効
果
が
あ
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
ー
ノ
ひ
ら
お

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
と
し
て
、
住
民
の

町
へ
の
愛
着
度
を
高
め
、

魅
力
を
向
上
さ
せ
、
そ
の

魅
力
を
町
内
外
に
発
信
す

る
関
係
人
口
創
出
事
業
を

実
施
し
た
。

　

今
後
も
メ
ル
カ
ー
ト
や

ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
満
足
度
幸
福
度
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

➀

地

域

防

災

マ

ネ

ー

ジ
ャ
ー
が
地
域
へ
出
向

き
、
災
害
事
象
訓
練
や
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
と
い
っ

た
手
法
を
活
用
し
た
事
象

訓
練
を
行
う
こ
と
や
、
防

細田留美子　議員

質
問

質
問

答
弁　

町
長

答
弁　

町
長

災
訓
練
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
取
り
組
む
。

②
消
防
団
に
ド
ロ
ー
ン
を

導
入
し
、
操
縦
士
の
育
成

を
計
画
し
て
お
り
、
救
助

に
つ
な
が
る
。

③
乳
児
用
ミ
ル
ク
は
、
賞

味
期
限
が
18
か
月
に
延
ば

し
た
商
品
も
開
発
さ
れ
て

い
る
が
賞
味
期
限
が
短
い

の
で
備
蓄
し
て
い
な
い

が
、
災
害
協
定
に
よ
り
、

調
達
は
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

④
犬
や
猫
等
ペ
ッ
ト
は
、

避
難
所
の
室
内
・
屋
外
で

あ
っ
て
も
受
け
入
れ
て
い

な
い
。

⑤
避
難
所
で
は
、
地
域
の

連
携
、
協
働
に
よ
り
、
地

域
主
導
で
自
主
的
な
避
難

所
運
営
に
携
わ
る
こ
と

で
、
職
員
は
復
旧
、
復
興

業
務
へ
移
行
で
き
る
。

　

宇
佐
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
平
生
町
体
育
館
で

避
難
所
運
営
手
引
き
を
作

成
し
て
い
る
。
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質問  人口減少への適応策はどうか

質問  防災計画の進化を望む

答弁  定住プロジェクトは一定の効果があった

答弁  災害対応能力の向上に努める



➀
広
域
化
す
る
一
番
の
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

②
広
域
化
に
伴
い
水
道
技

術
者
の
人
数
や
１
年
間
の

必
要
経
費
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

③
田
布
施
・
平
生
水
道
企

業
団
の
今
後
は
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
る
の
か
。

　

提
案
と
し
て
予
備
水
源

も
必
要
と
思
う
。
能
登
半

島
地
震
の
情
報
に
よ
り
水

の
必
要
性
を
強
く
感
じ

る
。
何
日
も
断
水
の
エ
リ

ア
は
広
域
化
が
進
ん
で
い

な
い
地
域
だ
。
広
域
化
は

将
来
的
に
大
切
で
あ
る
。

④
今
回
の
広
域
化
は
あ
ま

り
に
も
唐
突
な
の
で
町
民

が
広
域
化
の
必
要
性
を
理

解
し
、
広
域
化
ま
た
は
田

布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

の
両
サ
イ
ド
か
ら
一
番
よ

い
方
法
を
導
入
す
る
時
期

を
検
討
し
て
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
は
ど
う
か
。

　

将
来
を
考
え
る
と
人
口

減
少
ま
た
は
合
併
の
場

合
、
広
域
化
は
ぜ
ひ
必
要

だ
と
思
う
。

①
少
子
化
の
現
在
、
今
後

出
生
者
数
ア
ッ
プ
の
見
込

み
は
。

②
出
生
者
数
の
歯
止
め
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

出
産
・
子
育
て
支
援
、

所
得
向
上
、
年
収
の
壁
等

を
し
き
り
に
報
道
し
て
い

る
が
、
現
実
は
物
価
上
昇

で
若
い
人
は
共
働
き
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

③
現
在
平
生
町
は
、
新
築

物
件
は
増
え
る
が
人
口
数

は
伸
び
な
い
。
よ
い
環
境

で
子
育
て
、
安
心
安
全
で

働
く
環
境
は
、
三
世
代
同

居
家
族
が
望
ま
し
い
と
思

う
。
退
職
後
第
二
の
人
生

を
農
業
・
漁
業
を
し
な
が

ら
孫
の
世
話
が
生
き
が
い

に
な
り
、
長
寿
の
町
を
目

指
す
。
同
居
の
た
め
増
改

築
支
援
事
業
導
入
を
推
進

し
、
毎
年
奨
励
金
を
支
給

す
る
な
ど
応
援
す
る
対
策

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

平
生
町
に
転
入
者
が
増

え
、
空
き
家
対
策
に
も
な

る
。
提
案
す
る
。

①
経
営
主
体
が
大
き
く
な

り
、
水
道
職
員
を
集
約
で

き
、
技
術
力
の
向
上
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
と
、
老
朽

化
し
た
施
設
や
水
道
管
の

更
新
費
用
に
国
の
交
付
金

が
活
用
で
き
る
こ
と
。

②
各
水
道
事
業
者
の
現
状

の
体
制
を
引
き
継
ぎ
、
必

要
経
費
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
度
は
例
規
整
備
に

係
る
経
費
や
職
員
派
遣
の

人
件
費
な
ど
を
負
担
金
で

予
算
計
上
し
て
い
る
。

③
田
布
施
・
平
生
水
道
企

業
団
の
水
道
事
業
は
、
令

和
７
年
４
月
１
日
に
柳
井

地
域
広
域
水
道
企
業
団
に

引
き
継
が
れ
る
予
定
で
あ

る
。

④
水
道
事
業
は
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
状
況

は
厳
し
い
。
広
域
化
は
水

道
事
業
の
基
盤
強
化
が
目

的
で
、
国
も
広
域
的
な
連

携
を
推
進
し
て
い
る
。
柳

井
地
域
で
も
協
議
を
重
ね
、

本
年
１
月
30
日
に
柳
井
地

域
水
道
事
業
の
統
合
に
関

す
る
基
本
協
定
書
に
調
印

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
出
生
者
数
は
、
こ
こ
数

年
50
人
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。

②
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽

減
と
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
応
援
事
業
、
紙
お
む

つ
等
の
育
児
用
品
購
入
を

支
援
・
支
給
す
る
カ
ン
ガ

ル
ー
ノ
ひ
ら
お
育
児
応
援

事
業
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無

償
化
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
第
２
子
以
降
の
保

育
料
の
無
償
化
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
お
り
、

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
取
り
組
み
、
出

生
数
の
増
加
を
目
指
し
た

い
。

③
三
世
代
同
居
家
族
に
対

し
て
は
、
若
者
定
住
促
進

住
宅
事
業
に
お
い
て
増
改

築
費
の
助
成
を
行
っ
て
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

提
案
さ
れ
た
施
策
等
に

つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果

も
含
め
て
さ
ら
な
る
支
援

策
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

中本敦子　議員

質
問

答
弁　

町
長

質
問

答
弁　

町
長
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質問  柳井地域の水道事業の広域化はどう進んでいるのか

質問  少子化対策について

答弁  水道事業の統合に関する基本協定書に調印したところである

答弁  出生数の増加を目指していきたい



●
生
活
応
援
商
品
券
配
布

事
業

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
家
計
へ
の
生
活

応
援
及
び
地
元
経
済
の
活

性
化
を
支
援
す
る
た
め
に

全
町
民
一
人
当
た
り
５
千

円
分
の
商
品
券
を
配
布
す

る
も
の
で
、
商
品
券
は
３

月
末
か
ら
順
次
配
達
さ
れ

ま
す
。

予
算
６
，４
０
８
万
２
千

円質
問 

生
活
応
援
商
品
券
配

布
事
業
は
従
来
商
工
会
へ

の
事
業
の
委
託
も
あ
り
、

生
活
応
援
の
た
め
、
全
町
民
に
５
千
円
分
の
商
品
券
を
配
布

中
国
電
力
、
上
関
地
点
に
お
け
る

使
用
済
み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
に
つ
い
て
説
明

臨時議会臨時議会
１月 26日１月 26日

　

１
月
26
日
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
全
町
民
に
５
千
円
分
の
商
品
券

を
配
布
す
る
予
算
な
ど
が
含
ま
れ
る
補
正
予
算
と
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
条
例
２
件
の
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
課
で
あ
っ
た
が
、
今

回
総
務
課
が
担
当
に
な
っ

た
理
由
は
。　

答
弁 
前
回
は
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
産
業
を
立
て
直
す

意
味
合
い
が
強
か
っ
た
の

で
産
業
課
で
対
応
し
た
。

　

今
回
は
物
価
高
騰
に
対

す
る
生
活
支
援
で
あ
り
、

総
括
的
に
総
務
課
と
し
た

が
、
産
業
課
も
連
携
し
て

取
り
組
む
。

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
臨
時
給
付
金
事
業

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
低
所
得
世
帯
（
住
民

税
均
等
割
の
み
の
課
税
世

帯
等
）
に
対
し
て
、
重
点

支
援
給
付
金
を
給
付
す
る

こ
と
で
、
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
も
の
。（
１
世

帯
当
た
り
10
万
円
）

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
臨
時
給
付
金
事
業
（
こ

ど
も
加
算
分
）

　

説
明
会
で
は
、
最
初
に
中
国
電
力
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
中

間
貯
蔵
施
設
の
概
要
」
の
動
画
を
見
た

の
ち
、
説
明
資
料
に
基
づ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

説
明
で
は
、
上
関
地
点
に
中
間
貯
蔵

施
設
の
設
置
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
理
由
に
つ
い
て
①
地
元
か
ら
の
要
請

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
設
置
に

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
子
育
て
を
し
て
い
る

低
所
得
世
帯
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
・
住
民
税
均
等

割
の
み
の
課
税
世
帯
）
に

対
し
て
重
点
支
援
給
付
金

を
給
付
す
る
こ
と
で
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
も

の
。（
子
ど
も
一
人
当
た

り
５
万
円
）

◆
平
生
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

戸
籍
法
の
改
正
に
よ

り
、
戸
籍
お
よ
び
除
籍
電

子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
の
発
行
に
係
る
手
数
料

等
を
定
め
る
も
の
。

◆
平
生
町
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
改

正
に
伴
い
、
法
の
条
ず
れ

に
対
応
す
る
も
の
。

必
要
な
強
固
な
地
盤
を
有
し
て
い
る
。

③
施
設
設
計
や
安
全
審
査
の
た
め
の

デ
ー
タ
が
あ
る
程
度
そ
ろ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
も
全
面
に
立
っ
て
理
解
の
促

進
に
取
り
組
む
と
い
う
大
臣
談
話
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
議
員
か
ら
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
中
間
貯
蔵
施
設
は

問
題
あ
り
と
の
立
場
の
専
門
家
の
意
見

を
聞
く
用
意
は
あ
る
か
。」「
よ
く
説
明

し
て
町
民
の
不
安
を
取
り
除
い
て
欲
し

い
。」「
中
間
貯
蔵
施
設
と
原
子
力
発
電

所
の
関
係
。
関
西
電
力
と
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
を
お
願
い
す
る
。」「
中
国
電

力
が
我
が
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
よ
り
、
言
わ
れ
た
か
ら
や
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。」「
周
辺
の
声
を

し
っ
か
り
聞
い
て
欲
し
い
。」「
周
辺
の

市
町
に
ま
と
も
な
相
談
も
な
し
に
計
画

が
浮
上
し
た
の
は
問
題
」
な
ど
の
意
見
・

質
問
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
電
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
し
、

周
辺
の
市
町
に
説
明
が
遅
く
な
っ
た
こ

と
を
陳
謝
し
ま
し
た
。

中国電力から説明を受ける議員
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編
集
後
記

研
　
修
　
報
　
告

山
口
県

町
議
会
議
員
研
修

市
町
村
議
会
議
員
研
修

　

２
月
20
日
に
セ
ン
ト
コ

ア
山
口
（
山
口
市
）
に
お
い

て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会

事
務
総
長
の
赤
松
俊
彦
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
町
村
議

会
の
課
題
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
村
議
会
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
な

り
手
不
足
に
よ
る
無
投
票
・

定
数
割
れ
団
体
の
増
加
、
女

性
議
員
の
割
合
の
低
さ
が

問
題
で
あ
り
、
多
様
な
人
材

の
参
画
を
前
提
と
し
た
議

会
運
営
、
議
会
の
役
割
、
議

員
の
職
務
の
重
要
性
な
ど

を
住
民
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
だ
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
平
生
町
議
会
に
お

い
て
も
、
議
会
の
役
割
や
重

要
性
を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
議
会
だ
よ
り
で
発
信

し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
赤
松
氏
は
自
治
省

に
入
省
さ
れ
、
総
務
省
を

退
職
さ
れ
る
ま
で
栃
木
県

副
知
事
や
大
学
教
授
な
ど

【
場
所
】
全
国
市
町
村
国
際

文
化
研
修
所
（
滋
賀
県
大

津
市
）

◎
１
月
22
日
～
23
日

〔
内
容
〕
令
和
５
年
度
第
３

回
市
町
村
議
会
議
員
特
別

セ
ミ
ナ
ー

〔
受
講
者
〕
原
真
紀
議
員

お詫びと訂正お詫びと訂正

訂正箇所 誤 正

７ページ　
平岡正一議員「教育施設の新設
に向け財源対策に取り組みを」
の写真（平生小学校）の説明

築後70年を超える
校舎もある平生小

築後50年を超える
校舎もある平生小

　令和６年１月26日発行、第171号において下記の誤りがありましたの
で、お詫びして訂正いたします。

様
々
な
役
職
を
歴
任
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
経
験
か
ら
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
の
地
方
行
財
政
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。　

　
平
生
町
も
み
な
さ
ん
が
住

み
よ
い
「
ひ
ら
お
」
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

12 月 15 ～ 25 日　令和５年第９回定例会
12 月 25 日 議会全員協議会
〃 議会タブレット導入に係る協議

12 月 26 日 第３回田布施・平生水道企業団議会定例会
12 月 27 日 柳井地域広域水道企業団議会第２回定例会

令和６年
1 月 26 日 令和６年第１回臨時会
〃 議会全員協議会

1 月 30 日 柳井地域水道事業経営統合調印式
2 月 5 日 中間貯蔵施設建設計画に係る説明会
2 月 20 日 全国町村議会議長会自治功労者表彰及び

町村議会表彰の伝達式
〃 県町議会議員研修会

2 月 22 日 柳井地域水道事業経営統合の説明会
2 月 26 日 議会運営委員会
2 月 28 日 議会全員協議会

　

平
生
町
議
会
議
員
に

な
り
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

以
前
は
、
佐
賀
地
区

集
落
支
援
で
佐
賀
地
区

の
み
な
さ
ま
や
佐
賀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

み
な
さ
ま
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
平
生
中

学
校
と
佐
賀
小
学
校
の

卒
業
式
に
出
席
し
、
４

月
に
は
、
平
生
中
学
校

と
佐
賀
小
学
校
の
入
学

式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
よ
り
若

い
世
代
の
方
た
ち
と
化

学
肥
料
・
農
薬
を
使
わ

な
い
米
づ
く
り
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
若
い
世
代

の
方
た
ち
が
増
え
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

く
安
心
・
安
全
な
米
づ

く
り
の
時
間
を
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。
自
分
た
ち
で
育

て
た
米
は
と
て
も
美
味

し
い
の
で
佐
賀
地
区
か

ら
平
生
町
全
域
に
広
げ

ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

田
ん
ぼ
で
自
然
を
感

じ
な
が
ら
泥
だ
ら
け
で

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
た
ち

は
将
来
い
い
思
い
出
に

な
っ
て
平
生
町
を
忘
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。

中
村　

一
幸

令和６年６月定例会会期（予定）
６月17日（月）

９
時
～

本会議
18日（火） 本会議
19日（水） 産業文教常任委員会
20日（木） 総務厚生常任委員会
24日（月） 議会運営委員会
25日（火） 本会議

議
会
の
こ
と
、
我
が
町
自
慢
、
つ
れ
づ
れ
に
思
う
こ
と

何
で
も
結
構
で
す
。

字　

数

　

４
０
０
字
以
内

提
出
先

　

�

平
生
町
役
場
、
議
会
事
務
局
、
議
会
広
報
担
当
者

　

紙
面
の
都
合
で
一
部
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
願

い
ま
す
。
掲
載
文
に
は
薄
謝
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

議
会
の

議
会
の

　　    

動
き
動
き

（R5.12.15 ～
R6.3.6）
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